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さぁ、市議会に行こう！
川崎市議会では、「市民に開かれた議会」をコンセプトとしたプロモーション映像を制作。
出演者の皆さんに市議会を傍聴していただき、その感想などを語っていただきました。

戸田　議場はとても広く、地域に関わる
重要な話をしていることが興味深いと
思いました。
巣山　傍聴の手続きは思ったより簡単
で、早く済んだのが印象的でした。
鈴木　先ほどの議論では、市民目線か
ら地域課題の解決に取り組んでくださ
る議員の方、サービスを提供してくださ
る行政側、両方の意見を聞けたことが有
意義でした。
YUU　私もそう思います。双方の意見
を踏まえ、見直しやさらなる改善に向け、
市の取り組みが進んでいくということが
よく分かりました。
鈴木　どのようにすれば市民生活がよ
り良くなるのかを協議してくださってい
ることを目の当たりにして、私たち市民
にも何かできることがあるのでは？ とも
考えさせられましたね。具体的には、議
論の内容にもあった「ごみ収集」に関し

てです。ごみの分別や出し方にも一人
ひとりが配慮するのはもちろん、地域の
人たちでお互いに気を付けることで、収
集に従事なさる方々のご負担が少しで
も軽くなるのではないでしょうか。
YUU　そうですね。私は、市民に身近
な話題が取り上げられていると感じまし
た。おかげで「市議会は難しい話をして
いる場所」という固定観念から抜け出す
ことができました。こちらには親子傍聴
席があるので、子どもを連れてまた傍聴
に来ます！

巣山　撮影で意識したのは、戸田さんと
私が一緒に出ている舞台での大きな動
作とは違う、ということです。特に、目の
動きに気を付けました。
戸田　僕は「議場には誰でも来られる
よ」ということを伝えるために優しい雰
囲気をつくろうとしていたのですが、
ちょっと難しかったです。
YUU　お二人とも上手に演じていまし
たよ。この動画のコンセプトは「開かれ
た議会」ですので、誰でも気軽に来るこ
とができる点を、各出演者がそれぞれに
表現し尽くしていたと思います。実際、
今日の傍聴で気付いたのですが、傍聴
席には AI を活用した音声認識自動シス
テムによるリアルタイムでの字幕表示が
あったように、議
場は聴き取りが
困難な方への配
慮も行き届いて

います。それを今日改めて感じました。
鈴木　多様性のある音楽のまち・かわ
さきにぴったりな企画でコンセプトを聞
いたときからワクワクしていました。終
盤には出演者と議員の皆さんで「議会に
きてね」と表現していますが、共に一つの
作品を創り上げていく過程が本当に最
高で、この上ない経験をさせていただき
ました。心から感謝しています。
戸田　僕は鈴木さん・YUUさんの演技
を見て、場の雰囲気を良くしたり、撮影本
番でもしっかりオーラを出せたりしてす
ごいな！ と尊敬しました。
鈴木・YUU　!!（喜びのリアクション）
巣山　私はお二人の一生懸命な姿が
カッコいいと思いました。その様子は動
画で分かるので、多くの皆さんに見ても
らいたいです。そして、議場にたくさん
の人が来てくれるとうれ
しいです。

市議会コンセプトムービー市議会コンセプトムービー
市議会議員も出演した
ミュージカル風の映像
で議場などをご紹介し
ます。

傍聴の流れ傍聴の流れ
およよんが川崎市議会
の傍聴の流れを詳しく
ご紹介します。

傍聴してみて、いかがでしたか？傍聴してみて、いかがでしたか？ 動画制作にまつわるお話を聞かせてください。動画制作にまつわるお話を聞かせてください。

＼ 市議会に、ぜひ来てね！ ／＼ 市議会に、ぜひ来てね！ ／ ＼＼ 皆さんが出演した動画はこちらからご覧ください！  皆さんが出演した動画はこちらからご覧ください！ ／／
市議会を傍聴する出演者の皆さん

青木功雄議長と出演者の皆さん

左から鈴
すず

木
き

 淳
じゅん

さん
（元劇団四季アクター）
川崎市在住。東京ディ
ズニーシー ® のライ
ブアクターとして約
7,000回の舞台をこ
なし、現在はドラマや
ＣＭなどで活躍中。

Y
ゆ

UU
う

さん
（元劇団四季アクター）
川崎市在住。劇団四季
退団後は umipla を設
立し、海洋プラスチック
を使ったアクセサリー
制作のワークショップ
を展開している。
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と
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平
へい

さん （なかはらミュージカル）
川崎市在住。中原区制40周年記念事業の一つとして誕生し、中原
区の歴史を題材に上演を続ける「なかはらミュージカル」で活動中。
※以下敬称略
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中原区

６年度予算案の評価

自民党

６年度の一般会計当初予算は8712億円
で２年ぶりの増、市税収入は３年連続の
増で過去最大となったが、４年３月に改
定された今後の財政運営の基本的な考え
方の検証と６年度予算案の評価は。

これまでも成長と成熟を支える基盤づ
くりを推進しつつ、減債基金からの借入
残高についても効率的・効果的な事業執
行等により収支フレームに対して縮減を
図ってきた。６年度予算は、歳出の増加
が歳入の増加を上回り収支不足が拡大し
たが、総合計画第３期実施計画に掲げる
施策を着実に推進し市制100周年の節目
の年として未来に向けた活力ある｢あた
らしい川崎｣を生み出すための施策を推
進できる予算になったものと考えている。

子ども・子育て支援策
国庫補助金等の活用や市独自の財源確

保など可能な方策を検討し、地域の実情
に応じたどこよりも住みやすく子育てし
やすいまちを醸成するべきだが、市民が
望む子ども・子育て支援と当市の実情に
応じた施策推進について認識と対応は。

地域全体で子どもや子育て家庭に寄り
添い、しっかりと支える環境づくりが求
められていると考えており、当市では保

育・子育て総合支援センターを核とした
子育てコミュニティ形成や、妊娠期から
出産・子育て期まで切れ目のない伴走型
相談支援等、全ての子どもが成長や発達
の段階に合わせて健やかに育つことがで
きるよう取り組んでいるところである。

保育所等の利用における多子世帯支援
５年第４回定例会の代表質問では、川

崎認定保育園及び一時保育事業の利用者
についても多子世帯支援の対象とするよ
う要望したが、具体的な内容は。

一時保育事業、年度限定型保育事業に
ついても６年４月から認可保育所等と同
様の拡充を図っていく。また現在、川崎
認定保育園在園児童のきょうだいが保育
所等を利用する場合に最大１万円を軽減
しているが、６年４月からは認可保育所
等と同様にきょうだいの年齢、利用施設
等にかかわらず第２子以降の保育料軽減
額を最大１万６千円に拡充していく。

ひとり親家庭養育費確保支援事業
６年度の制度拡充で認証ＡＤＲ ( ★1)

事業者の利用が補助対象となるが、養育
費についての合意が利用の条件となって
いる。不応諾が心配で申し立て自体をし
ない方がいることを考えれば、本来の趣
旨である養育費確保に向けた支援策とし
てさらにＡＤＲの利用促進を図るために
も、合意を条件とせずかかった費用の一
部を補助する制度とすべきだが見解は。

本事業は公正証書等の作成に対する補
助を目的とするものであり、現在の補助
制度をより効果的に実施することが養育
費の取り決めの促進につながるものと考
えているので、着実に取組を進めていく。

不登校対策の充実
全ての児童生徒が社会とのつながりを

確保できるよう、不登校対策の充実に向
けた指針を新たに策定し、教室に入りづ
らい子どもを対象とした別室指導の充実
や、ゆうゆう広場の機能拡充に向けたモ
デル事業等の取組を進めるとしているが、
策定に当たり児童生徒や保護者の意見や
ニーズはどのように把握しているのか。

不登校傾向にある生徒へのアンケート
や親の会へのヒアリング等を通して当事
者の声を把握するとともに、不登校対策
に係る懇談会において有識者等からの意
見を聴取したところである。

消防Live映像通信システムの課題
119番通報者やその協力者がスマート

フォンで救急現場等の状況を消防指令セ
ンターに映像で送る消防 Live 映像通信シ
ステムの運用を５年12月より開始した。
119番の受電が集中しても運用を可能と
するためには各指令台でも対応できるよ
うな体制整備が必要だが、課題は。

消防指令センターの様子

本システムの運用には複数の通信員が
必要となっており、効率的な運用が重要
と認識しているところである。

等々力陸上競技場のネーミングライツ
公共施設の命名権を有料化するという

ネーミングライツは、景気状況等から制
度利用も低調気味になったと感じていた
が、今になって当市スポーツ競技施設の
象徴である等々力陸上競技場に導入する
に至った理由は。

等々力緑地再編整備実施計画の改定に
当たり、学識経験者や公募市民等で構成
する等々力緑地再編整備計画推進委員会
や事業手法検討部会において、持続可能
な公園経営の実現に向けて新たな財源の
一つとして検討を進め、本事業の契約に
事業者が実施を必須とする自主事業とし
て位置付けたものであり、事業者から提
案を受けた当市が審査し、等々力陸上競
技場への導入に至ったところである。

代表質疑 自民党  各
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プレミアムデジタル商品券事業
１セット当たりを１万円から５千円に

引き下げた理由は。
本事業が物価高騰の影響を受けている

市民の皆さまの消費を下支えすることが
主目的であることから、多くの方々に御
購入いただけるようにしたものである。

このほか、全国都市緑化かわさきフェア
の取組、中央卸売市場北部市場、令和６
年能登半島地震の支援状況、看護師確保
対策などについて質問がありました。
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麻生区

現地決済型ふるさと納税の導入

みらい

我が会派は返礼品の開発に当たり、２
年予算審査特別委員会で、店頭で寄付を
いただき即時発行でその場で使うことを
想定した電子商品券は、近隣他都市の在
住者からの寄付等も十分に期待できると
検討を促した。財政局長は他都市におけ
る事例も参考にしながら調査研究すると
答弁しているが、その後の検討状況は。

６年４月以降、当市へ訪れた方がその
場で寄付をすることで即時に電子商品券
を取得し、宿泊費等の支払いに替えるこ
とが可能となる現地決済型ふるさと納税
の導入を予定している。

市役所本庁舎１階の整備と飲食の考え方
本庁舎１階に設置されるコンビニとカ

フェの営業日と営業時間、オープンに向
けたスケジュールは。また低層階や復元
棟前広場、屋上等での飲食の考え方につ
いてどのように整理しているのか。

コンビニが開庁日の午前７時30分から
午後７時30分まで、カフェが年末年始を
除く日の午前７時30分から午後９時まで

とする予定であり、いずれも５年度末の
営業開始を目指して調整しているが、全
国的に電線ケーブルが入手困難となって
おりテナント工事に影響する可能性があ
る。飲食の取り扱いは復元棟前広場を含
む本庁舎屋外敷地など、展望フロアを除
いた市民利用空間での飲食を可能とする
よう、本庁舎等庁舎管理要領を改正した。

北部市場の機能更新計画
本計画は62年間にも及ぶ超長期間に

1450億円もの事業費が投入され、32年間
はＰＦＩ事業期間とし、665億円の債務
負担行為を設定する案が本定例会に上程
されている。起債に際しては債券市場の
動向を見極め、可能な限り利息等のコス
ト削減の努力を求めるが、見解と対応は。

施設ごとの償還期間の短縮、利息等の
コスト削減は財政負担の軽減に向け重要
と認識している。償還に伴う単年度の財
政負担と償還総額とのバランスを踏まえ、
適切な年数での償還計画を定めるととも
に、定期的な見直し等を含め、起債その
ものを抑える工夫について検討していく。

避難所における災害時のトイレ利用
避難所運営マニュアル標準例によると、

指定避難所では下水道の状況が確認でき
るまで３日程度トイレに水を流さない旨
の記述があるが、下水管耐震化の進

しん
捗
ちょく

に
より実態と異なる部分があり、また初期
対応に関する周知も不十分と感じる。マ
ニュアルの見直しと避難所運営会議への

周知等、改善すべき課題は。
下水管の耐震化が進

しん

捗
ちょく

したことにより、
発災直後から施設周辺の下水管の使用が
原則可能と考えているが、接続確認や代
替トイレの使用方法について、具体的な
周知が必要であり、今後も避難所運営会
議や関係局区と連携して取り組み、避難
所運営マニュアルの見直しを進めていく。

救急隊の充足の見通し
国の整備指針に基づき比較すると当市

の充足率は85.3％である。特に中原区と
高津区は人口が増えているにも関わらず、
３隊ずつしか配置されておらず、１隊当
たりの救急件数が他区より圧倒的に多く
なっているが、充足への見通しは。

救急車

中原署と高津署の増隊による効果検証
等を行い、救急隊の現場到着時間の短縮
効果や救急件数増加に伴う救急隊員の負
担軽減等を踏まえ、関係部署と連携の上、
必要な施策の検討・調整を進めていく。

代表質疑 みらい  木
こ

庭
ば

理
り

香
か

子
こ

重点支援地方交付金の使途
議案第88号の６年度一般会計補正予算

は国の物価高騰対応重点支援地方創生臨
時交付金が原資であり、主に生活者や事
業者支援に焦点が当てられ、約10億円の
プレミアムデジタル商品券事業費等が計
上されているが、経済労働費以外の事業
がない。予算編成に当たっての考え方は。

物価高騰の影響を受ける生活者や事業
者への支援として、プレミアムデジタル
商品券事業に加えて、経営基盤や競争力
の強化に取り組む事業者を支援する事業
を選定した。

プレミアムデジタル商品券事業
過去のプレミアム商品券事業では、サ

ンクスフェアという懸賞付きの商店街利
用促進キャンペーンを実施した経過もあ
るが、同様の事業も検討すべきでは。

サンクスフェアは、過年度のプレミア
ム商品券事業の余剰金を活用して実施し
たものである。今後も商店街振興は重要
であると考えているため、必要な支援に
ついて検討していく。

このほか、組織改正、おくやみコーナー
運営事業費、児童手当及び児童扶養手当
の制度改正、川崎港湾事業などについて
の質問や代表質疑がありました。

各会派を代表する議員が、市長から提出された議案や市政の重要な事項について
代表質問等を行いました。その主な質問と答弁の要旨は次のとおりです。
※詳しい内容は市議会ホームページの｢会議録検索システム｣をご覧ください。
※会派名・所属は代表質問時点のものです。代 表 質 問 令和6年 第1回 定例会

（2月13日 ～ 3月18日）
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川崎区

現地決済型ふるさと納税の導入

公明党

当市でも検討すべきだが見解と対応は。
６年４月以降、順次ポータルサイトの

拡充を行うこととしており、その中で二
次元コードを利用した現地決済型ふるさ
と納税の導入を予定している。これによ
り、当市へ訪れた方がその場で寄付をす
ることで宿泊費等の支払いに替えること
が可能となるため、寄付受け入れ額の拡
大につながるものと考えている。

学校の健康診断時の服装
６年１月に文部科学省が通知した、児

童生徒等のプライバシーや心情に配慮し
た健康診断実施のための環境整備の考え
方を受け、学校と保護者に対して丁寧な
案内が必要になるが、当市の取組は。

正確な検査・診察に支障のない範囲で、
原則、体操服や下着等の着衣またはタオ

ル等により身体を覆うことや必要に応じ
て医師が体操服等をめくって視触診を行
う場合があること等について、児童生徒
等や保護者に事前に丁寧に説明を行うよ
う文書や学校保健事務説明会を通じて各
学校に周知徹底していく。

１カ月児健診の導入
国の６年度予算案では１カ月児および

５歳児に対する健康診査の支援が盛り込
まれた。当市においても１カ月児健診を
導入すべきだが見解と今後の取組は。

子どもの身体の発育・発達状況の確認
や異常の早期発見のほか、保護者の育児
への不安等も把握でき、早期支援につな
げることが可能となることから、国の支
援メニューに加えられたことを受け７年
１月からの実施に向け取組を進めていく。

帯状疱疹ワクチンの接種費補助中小企業における高齢者雇用の促進
高齢者が働き続けるには別の職種や業

種への転向が必要となり、希望する仕事
内容とのミスマッチの解消が必要となる
ケースがあるが現状と今後の取組は。

キャリアサポートかわさきでは希望に
合った職種の求人開拓を行うとともに、
新たなスキルを身に付けるための各種講
座を実施するなど求職者、求人企業双方

のニーズに応じたマッチングができるよ
う取り組んでいる。就業を希望する高齢
者がこれまで培ってきた能力を生かして、
生き生きと活躍できるよう関係機関と連
携し効果的な就業支援を実施していく。

働く高齢者イメージ

代表質疑 公明党  川
か わ

島
し ま

 雅
ま さ

裕
ひ ろ

低所得世帯への給付金事業
給付対象者が収入や年度により異なる

ことから申請漏れが起こらないよう丁寧
な広報と申請の簡素化が大切だが対応は。

市政だよりや市ホームページを活用す
るとともに、さまざまな給付事業が同時
期に存在することから御自身がどの支援
メニューの対象となっているかが分かる
よう、効果的な広報を考えていく。また
申請の簡素化に向けては、引き続き電子

申請を活用しながら対象世帯へ速やかな
給付を進めていく。

代表質疑 公明党  枝
え だ

川
が わ

 舞
ま い

プレミアムデジタル商品券事業
過去３度プレミアム商品券事業を実施

してきたが、これまでの課題がどう改善
され反映されているのか。併せて対象品
目の拡大を求めてきたが対応は。またキ 
ャッシュレス決済を導入していない事業
者へ丁寧な対応が求められるが取組は。

利用店舗数の確保に時間を要したこと
や事務経費の縮減等が課題であり、民間
のキャッシュレス決済サービスを活用す
ることで利用店舗の確保や、店舗の募集
や管理に要する事務経費の縮減が図られ
ると考えている。対象品目については、
それぞれの品目に関する法令等を踏まえ
て品目の拡大を検討していく。またキャ 
ッシュレス決済への対応をご理解いただ
けるよう、さまざまな機会を通じて導入
していない事業者へ働きかけていく。

このほか、防災・減災対策、まちづくり
施策、高齢者施策、障がい者支援策、健
康・医療施策、環境施策、港湾施策など
について質問がありました。

宗
む ね

田
た

 裕
ひ ろ

之
ゆ き

高津区

スフィア基準を踏まえた避難所整備

共産党

被災者が環境の悪い中で生活すること
は人道的問題であるという観点のスフィ
ア基準に避難所の設置基準を変えていく
必要があるが避難所を学校に限定してい
ては圧倒的に足りない。スフィア基準に
よる整備を明確にし地域防災計画を見直
して避難所と備蓄物資を整備すべきでは。

市民の身近にある市立小中学校を基本
に避難所を指定しているが、地震等によ
る被害に応じて柔軟に開設するものと考
えている。また避難のフェーズに応じて
いっとき避難と長期的な避難では運営も
異なると同様に、被災者に寄り添う形も
柔軟に対応すべきであり、長期的な避難

仁
に

平
へ い

 克
か つ

枝
え

川崎区

給水タンク車による給水活動

維新の会

阪神・淡路大震災において、道路が寸
断されて市街地中心部に水を運搬できな
い、需要に供給が追いつかない、自宅ま
で運搬する住民の負担が大きいなどの問
題が浮き彫りになったが見解は。

給水車

給水タンク車による運搬給水は、応急
給水拠点まで受水に来ることのできない
災害時要援護者への応急給水等として位

となる場合にはスフィア基準等を参考に
取り組むことも必要と考えている。

新年度予算の収支不足の認識
2022年度予算をベースに作っている

2023年度の予算と決算を比べると収支不
足は約300億円近くも過大に算出してい
た。そのように2022年度予算をベースに
作られた2023年度、2024年度予算は実態
とかけ離れているという認識はないのか。

収支フレームを基本としながら、社会
経済状況の変化にも的確に対応するため
の予算を編成しており、減債基金からの
借り入れにより対応しつつ執行段階でも
事業手法の効率化や歳入確保等に継続的
に取り組み、借入額の縮減を図ってきた。
引き続き借入額の縮減に取り組み、必要
な施策、事業の着実な推進と持続可能な
行財政基盤の構築の両立を進めていく。

学校給食費の無償化
近隣自治体や県内でも広がりを見せて

いるが、いつまで給食費を保護者負担に
するつもりなのか、国が踏み切るまでや

置付けており、拠点給水を補完するもの
として大変重要であると認識している。

市内中学生の市立高校受験料無償化
毎年約1500名の市内中学生が市立高校

を受験するが、仮にこの受験料を無償と
する場合、市の負担は約330万円となり、
公費での負担が特段困難な金額とは思わ
れない。受験料無償化について見解は。

入学選考料については５年度からクレ
ジットカード等による納付とし、保護者
の利便性向上や教職員の負担軽減を図っ
ている。また低所得世帯への支援として
減免を行っており、現時点で全ての受験
者の入学選考料を無償化する予定はない。

市立高校の授業料無償化
ほとんどの中学生が高等学校への進学

を希望する中、教育の機会均等の観点か
ら高等学校の授業料無償化を進めるべき
である。未来を担う子どもたちの学びの
機会となる完全授業料無償化は、検討す
べき課題と考えるが見解は。

県内に在住する高校生への学費補助に
ついては国の高等学校等就学支援金、県
の学費補助金による支援が行われており、
今後国や県の支援制度の動向を注視しな

らないという方向なのか。
当市では学校給食法等に基づき食材料

費のみ学校給食費として保護者の負担と
している。学校給食費の無償化は自治体
間で格差が生じないよう国の責任におい
て検討すべきものと考えており、引き続
き国や他都市の動向を注視していきたい。

介護保険料率の改正
2024年度から2026年度の改正が提案さ

れているが、引き続く物価高騰の中で保
険料の値上げは高齢者の生活を苦しめる。
一般会計繰入金を増額し介護保険料を引
き下げるべきであり、少なくとも第８期
の保険料基準額を据え置きとすべきでは。

会計検査院において制度上想定されな
い繰り入れを行うことは費用負担の公平
性を損なう恐れがあるとの指摘がなされ
ており、一般会計からの繰り入れは適当
でないと考えている。

JFE高炉等休止に伴う土地利用転換 
ＪＦＥ撤退による跡地、港湾等の整備

に２千億円の市費を投入するが、一企業

へのこれだけの支援は税金の使い方とし
て公平性に欠けるという認識はないのか。

公共性・公益性の高い未来志向の土地
利用を目指しており、国の重要政策と連
動しながら、カーボンニュートラルの実
現と同時に新たな産業の創出を図ること
としている。取組を加速し、税収の確保
や雇用を生み出すことにより地域の持続
的発展につなげ、市民生活を支えるとと
もに我が国の課題解決に資する効果的な
土地利用転換を早期に実現していく。

臨海部（東京湾上空から）

このほか、子育て支援策、障がい者施策、
中小企業支援、小杉駅周辺地区のまちづ
くり、太陽光発電設備設置などについて
の質問や代表質疑がありました。

がら、関係局と連携して県への働きかけ
についても検討していきたい。また当市
では、市内在住であれば市立高校以外の
生徒にも支給可能な川崎市高等学校奨学
金制度を設けており、引き続き同制度を
適切に運用し、支援を継続していきたい。

代表質疑 維新の会  三
み

浦
う ら

 恵
え

美
み

市制100周年と連携した商品券発行
プレミアムデジタル商品券の利用期間

が７月上旬からと、市制100周年の記念
すべき月に設定されている。そこで、例
えば市制100周年プレミアムデジタル商
品券と銘打って発行すれば、市制100周
年の周知も進み、市民のシビックプライ
ド醸成にも資すると考えるが見解は。

商品券事業は物価高騰の影響を受けて
いる市民の消費の下支えを主目的に実施
するもので市制100周年記念事業と目的
が異なると考えるが、配布するポスター
等を活用して記念事業を御案内していく。

このほか、中央卸売市場北部市場、市制
100周年記念事業・全国都市緑化かわさ
きフェアにおける実行委員会主催事業な
どについて質問がありました。

用 語
解 説

P2▶ ★１ ADR
Alternative Dispute Resolution の略
で、裁判によらず公正中立な第三者が
当事者間に入り、話し合いを通じて解
決を図る手続のことです。

  5日㈮ 川崎市新年賀詞交換会
  8日㈪ 二十歳を祝うつどい

10日㈯ 認定特定非営利活動法人
 教育活動総合サポートセンター
 設立20周年式典
14日㈬ 川崎市自治功労賞贈呈式

  2日㈯ 川崎市立看護短期大学
 卒業式・閉学式
22日㈮ 橘処理センター完成式典 
このほか、各種行事に出席しています。

1月

2月

3月

議長・副議長の主な出席行事議長・副議長の主な出席行事
（令和６年１月～３月）
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主な活動状況

令和6年 第1回 定例会

議案の賛否状況（各会派別）

市長提出議案

2月13日 本会議 令和６年度施政方針の説明、提案説明、分割議案に対する代表質疑など
2月14日 常任委員会 議案の審査
2月16日

本会議
分割議案に対する委員長報告、討論、採決

2月27日 各会派による代表質問
2月28日 各会派による代表質問、追加議案に対する代表質疑など
3月5、6、7日 予算審査特別委員会 令和６年度予算案の審査

3月8日
予算審査特別委員会 令和６年度予算案の審査

本会議 追加議案に対する代表質疑など
3月11、12、13日 常任委員会 議案の審査など
3月18日 本会議 委員長報告、討論、採決、人事案件に対する議事など

※次の定例会は5月31日（金）から開かれる予定です。
※次号の「議会かわさき」は９月１日（日）に発行予定です。

（〇は賛成、×は反対）

2月13日～3月18日の
35日間の会期で開きました！

自…自民党（17人 )　み…みらい（14人）　公…公明党（11人）　共…共産党（8人）　維…維新の会（5人）
無…無所属　 (1) 重冨達也議員 (2) 飯田満議員 (3) 三宅隆介議員 (4) 月本琢也議員 (5) 吉沢章子議員 

番 号 件　　名 議決結果 自 み 公 共 維 無
第1号 附属機関設置条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第2号 行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第3号 市職員定数条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第4号 手数料条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第5号 手数料条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第6号 コミュニティセンター条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第7号 個人市民税の控除対象となる寄附金を受け入れ

る特定非営利活動法人を定める条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第8号 病院等における人員及び施設の基準に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第9号 総合リハビリテーションセンター及び障害者福祉施設条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第10号 介護保険条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
「議案第10号 川崎市介護保険条例の一部を改正する
条例の制定について」に対する修正案 ( 共産党提出 ) 否　　決 × × × 〇 × ×
第11号 女性自立支援施設の設備及び運営の基準に関する条例の制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第12号 児童相談所条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第13号 児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第14号 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第15号 空家等対策協議会条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第16号 地区計画の区域内における建築物等の形態意匠の制限に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第17号 建築基準条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第18号 不燃化重点対策地区における建築物の不燃化の推進に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第19号 地区計画の区域内における建築物に係る制限に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第20号 水道事業、工業用水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例等の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第21号 病院局企業職員定数条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第22号 消防手数料条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第23号 火災予防条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第24号 市立学校の設置に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第25号 包括外部監査契約の締結 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第26号 労働会館改修工事請負契約の締結 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第27号 労働会館改修電気設備工事請負契約の締結 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第28号 労働会館改修空気調和設備その他工事請負契約の締結 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第29号 固定資産評価審査委員会委員の選任 同　　意 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第30号 スポーツ・文化複合施設整備等事業の契約の変更 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第31号 神奈川県道高速横浜羽田空港線等に関する事業の変更の同意 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第32号 市道路線の認定及び廃止 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第33号

市立小中学校空調設備更新整備等事業の契約の締結 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
議案第33号に対する附帯決議案 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇

第34号（仮称）南部学校給食センター整備等事業の契約の変更 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第35号（仮称）中部学校給食センター整備等事業の契約の変更 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第36号（仮称）北部学校給食センター整備等事業の契約の変更 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第37号 訴訟上の和解 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第38号 令和6年度一般会計予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 ※1

「議案第38号 令和６年度川崎市一般会計予算」等の組替えを求める動議（共産党提出） 否　　決 × × × 〇 × ×
第39号 令和6年度競輪事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第40号 令和6年度卸売市場事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第41号 令和6年度国民健康保険事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第42号 令和6年度母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第43号 令和6年度後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第44号 令和6年度公害健康被害補償事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第45号 令和6年度介護保険事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第46号 令和6年度港湾整備事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第47号 令和6年度勤労者福祉共済事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第48号 令和6年度墓地整備事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第49号 令和6年度生田緑地ゴルフ場事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第50号 令和6年度公共用地先行取得等事業特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第51号 令和6年度公債管理特別会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第52号 令和6年度病院事業会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第53号 令和6年度下水道事業会計予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第54号 令和6年度水道事業会計予算 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第55号 令和6年度工業用水道事業会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第56号 令和6年度自動車運送事業会計予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第57号 令和5年度一般会計補正予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第58号 令和5年度一般会計補正予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第59号 令和5年度競輪事業特別会計補正予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第60号 令和5年度国民健康保険事業特別会計補正予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第61号 令和5年度介護保険事業特別会計補正予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第62号 令和5年度港湾整備事業特別会計補正予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第63号 令和5年度墓地整備事業特別会計補正予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第64号 令和5年度生田緑地ゴルフ場事業特別会計補正予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第65号 令和5年度下水道事業会計補正予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第66号 市立看護短期大学条例及び市立看護短期大学奨学金貸付条例の廃止 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第67号 指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第68号 指定障害児入所施設等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第69号 児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第70号 障害福祉サービス事業の設備及び運営の基準に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第71号 指定障害福祉サービスの事業等の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第72号 障害者支援施設の設備及び運営の基準に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第73号 指定障害者支援施設の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第74号 養護老人ホームの設備及び運営の基準に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第75号 特別養護老人ホームの設備及び運営の基準に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第76号 指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例等の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第77号 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営の基準等に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第78号 指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営の基準等に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第79号 指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営の基準に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第80号 介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第81号 指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営の基準に関する条例の廃止 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第82号 介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営の基準に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第83号 指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及び運営並びに指定介護予防サービ

スに係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準等に関する条例等の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇

第84号
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防
のための効果的な支援の方法の基準等に関する条例の改正

原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇

第85号 指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に
係る介護予防のための効果的な支援の方法の基準等に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇

第86号 軽費老人ホームの設備及び運営の基準に関する条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
第87号 国民健康保険条例の改正 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第88号 令和6年度一般会計補正予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第89号 令和5年度一般会計補正予算 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第90号 副市長の選任 同　　意 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第91号 教育委員会委員の任命 同　　意 〇 〇 〇 〇 〇 ※2
第92号 神奈川県公安委員会委員の推薦 同　　意 〇 〇 〇 〇 〇 〇
※1 (2)(5) 賛成、(1)(3)(4) 反対　※2 (2) ～ (5) 賛成、(1) 反対

可決した意見書
● 政治家の政治資金に関わるコンプライアンス遵守を求める意見書
※議決した議案、可決した意見書の本文は市議会ホームページに掲載しています。

　３月25日に維新の会は、所属していた三浦恵美議員が無所属となり、「あし
たの川崎・日本維新の会川崎市議会議員団」（略称「川崎・維新」）に名称を変更
し、無所属の重冨達也議員が川崎・維新の所属となりました。また、団長は岩田
英高議員、副団長は仁平克枝議員となりました。

会派・議員の所属変更、会派名の変更

常任委員会等委員名簿 ◎委員長 〇副委員長 （令和6年４月2日現在）

委員会名 自民党 みらい 公明党 共産党 川崎・維新 無所属
総務委員会

（総務企画局、財政局、経済労働局、臨海
部国際戦略本部、危機管理本部等）

（定数13人）

◎末永　　直 織田　勝久 ○田村伸一郎 宗田　裕之 仁平　克枝
嶋崎　嘉夫 押本　吉司 川島　雅裕 後藤真左美
橋本　　勝 長谷川智一 平山　浩二
原　　典之

文教委員会
（市民文化局、こども未来局、

教育委員会）
（定数12人）

浅野　文直 雨笠　裕治 ◎浦田　大輔 ○小堀　祥子 重冨　達也 飯田　　満
山崎　直史 高橋　美里 浜田　昌利 市古　次郎
上原　正裕 嶋　　凌汰

健康福祉委員会
（健康福祉局、病院局、

消防局）
（定数12人）

○加藤　孝明 ◎鈴木　朋子 春　　孝明 渡辺　　学 高戸　友子
大島　　明 岩隈　千尋 　柳沢　　優 齋藤　　温
松原　成文 田倉　俊輔
山田　瑛理

まちづくり委員会
（まちづくり局、建設緑政局）

（定数12人）

◎矢沢　孝雄 ○嶋田　和明 かわの忠正 井口　真美 岩田　英高 吉沢　章子
石田　康博 木庭理香子 枝川　　舞 三浦　恵美
青木　功雄 井土　清貴

環境委員会 
（環境局、港湾局、上下水道局、交通局）

（定数11人）

野田　雅之 ◎林　　敏夫 ○工藤　礼子 石川　建二 那須野純花 三宅　隆介
本間賢次郎 堀添　　健 河野ゆかり 月本　琢也
各務　雅彦

議会運営委員会
（定数13人）

◎野田　雅之 ○木庭理香子 浜田　昌利 宗田　裕之 岩田　英高
原　　典之 堀添　　健 田村伸一郎 井口　真美
各務　雅彦 押本　吉司 河野ゆかり
上原　正裕

大都市
税財政制度調査

特別委員会

◎野田　雅之 ○押本　吉司 河野ゆかり 後藤真左美 仁平　克枝
矢沢　孝雄 嶋田　和明 工藤　礼子 齋藤　　温
各務　雅彦 長谷川智一 柳沢　　優
加藤　孝明

団長 原　　典之 堀添　　健 浜田　昌利 宗田　裕之 岩田　英高

副団長
各務　雅彦 木庭理香子 田村伸一郎 井口　真美 仁平　克枝
上原　正裕 押本　吉司 河野ゆかり 渡辺　　学

林　　敏夫

※会派名・所属は採決日時点のものです。

議会かわさきは、町内会またはポスティングによりお届けするほか、区役所、市民館、図書館、行政サービスコーナーなどに置いてあります。


